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シクラメンの無菌実生からの不定器官形成の品種間差異  
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CyClamenbythemicropropagation・  

KeyWords：：cyclamen，Varietaldiffbrences，adventitiousshoot，OrganOgeneSis・  

緒  

現在，シクラメン（qcね∽e〃クe′∫血∽Mill．）は営利的には橡子・繁殖されているが，一・般に発芽  

が遅く不均－である．また，シクラメンの採種は自家受粉と他家受粉のいずれにおいても可能であ  

るが，自家受粉ではその繰り返しによって花数の減少を伴う内婚弱勢がおこり，他家受粉では内婚  

弱勢は回避できるものの，形質固定が困難である．これらのことしから，優良形質をもつ個体もしく  

は遺伝的に安定した交雑親の栄養繁殖が長年望まれてきたり）．ところが，シクラメンは子球形成を  

行わず，分球や株分けも極めて困難である．また，狩野・佐藤‘2’によって葉芽のカッティングによ  

る繁殖法が，中山（3）によって塊茎のノッチングによる不定芽誘導が報告されているが，営利的な繁  

殖方法としては利用し難いものであった．そこで，他の方法としてinvitI0での組織培養による大量  

増殖，すなわちマイクロプロパゲ－ションが試みられてきた．   

当初，シクラメンの組織培養においては，内生灘薗による母株組織の汚染が大きな問題であった．  

しかしながら，費化葉柄（＝6）や無菌実生組織（78…）を外植体として用いることによって微生物汚染  

が回避できることが報告され，シクラメンのマイクロプロパゲ、－ションヘの期待が高まっている．   

ところが，このマイクロプロパデー・ションにおける植物体再生能力はすべてのシクラメン栽培品  

種に均一・に存在するわけではなく，品種・・系統もしくは個体によっても大きく異なっており‘川12’，  

このような植物体再生能の品種間差異は，種苗生産を目的としたマイクロプロパゲーションにおい  

て問題点となることは明らかである。そこで本研究では，多数のシクラメン栽培品種・系統を供試  

し，不定芽形成による植物体再生能の品種間差異を調査し，シクラメンのマイクロプロパゲ・－ショ  

ンを用いた種苗生産について考察した．   
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材料および方法  

1．無菌実生塊茎からの不定芽形成の品種間差異   

シクラメン19品稜一・系統の種子をTAKAMURAetal（9〉の方法に準じて無菌播種し，得られた子葉展開  

直後（播種50～60日後）の無菌実生塊茎を上下に2分割，さらにそ・れぞれを4分割した計8切片を  

外棺体とした．   

培地には，1．0〃MBA，30g・1‾1ショ糖串よび3．Og・1‾1ジェランガムを添加し，無機塩漬度  

のみを1／3にしたMS培地‖3）を用いた．培養は20℃，暗黒下で行い，置床56日後に不定芽形成数を  

調査した．  

2．不定芽の発根における品種間差異   

そ・れぞれの品種－・系統の不定芽を形成した塊茎切片を継代培養せず，さらに20℃，16時間日長  

（34〟mOl・m‾2t・S‾1）で28日間培養を行った後，葉を分化した不定芽の－・つ一つを基部に約1mm  

角の組織をつけて切り出した．これらの不定芽を30g・1一－Iショ糖および3．Og・1‾】ジェランガムを  

添加した植物生長調整物質無添加の1／3MS培地に置床し，56日間培養した．培養は20℃，16時間  

日長（34／JmOl・m－Z…S▲1）で行った．   

3．継代培養における不定芽形成の品種間差異   

葉を分化した不定芽を切り出した後の塊茎切片を，前述の1．OFLMBAを添加した1／3MS培地  

に移植した．培養条件は，初代培養に準じた．  

結果および考察  

1．無菌実生塊茎からの不定芽形成の品種間差異   

各品種・系統の不定芽形成率は6～99％，不定芽数は1外棉体あたり2．0～11．1と広い範囲に及  

び，いずれにおいても品種l・系統間で，0．1％レベルで有意差が認められた（第1表）．また，そ  

れぞれ‘アンネッケ’および‘ピュアホワイト から育成されたAN2およびPW2は，原品種との間  

で不定芽形成率，不定芽数ともに明らかな差異が認められた．   

本実験で形成された不定芽には，すでに菓を分化している不定芽と菓を分化していない不定芽の  

2種類が見られた．このうち葉を分化していない不定芽は調査時にはすでに枯死しているか，継代  

培養を行っても菓を分化することなくそ・のまま休止もしくは枯死する傾向がみられた．このことよ  

りinvitroでのクローン増殖には，葉を分化した不定芽のみが利用可能と思われる．中山‘3）は，表皮  

面に多数党生した突起の多くは連絡維管束の形成まで進まず，中途で座止し，休眠状態となったと  

している．しかしながら，本実験で形成された不定芽では葉の分化，未分化に関わらず維管束の形  

成が認められたことから（データ未掲載），菓を分化していない不定芽の生長休止もしくはそれら  

が枯死する原因は，連絡維管束の形成以外の要因が関与していると考えられる．なお，この葉を分  

化した不定芽の割合においても品種・系統間に差異がみられ，‘ライラック’のように不定芽形成  

数，葉を分化した不定芽の割合がともに高い値を示す品種からPW2のように形成数が少なくてもそ 

のほとんどが葉を分化している品種や‘アンネッケ’， ‘ベ・－ トーベン’ ，BF2，‘テ・－ブルミ  

ニ’およびVC2のように形成された不定芽のほとんどが葉を分化していない品種まで存在した 

高村ら‘■2）は，シクラメンの無菌実生組織からの不定器官形成において，fJ一個体の不定芽形成能  

力は，交雑の正逆を問わずその両親の中間もしくは両親のいずれかとほぼ同程度であることを報告  

している．これらのことより，本実験で観察されたシクラメンの不定芽形成能力の品種・系統間差   
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異には，遺伝的要因が関与していることが推測される．  

wAINWRlbHT and HARWOOD（7）は，塊茎外植体では不定芽の形成部位に極性があり，葉柄が創始して  

いたのと同じ側から生じており，ほとんどの不定芽は，塊茎の頂端分裂部位から生じているとして  

いる．また，中山（8）は，塊茎のノッチングにおいて，塊茎頭部切除の位置によって不定芽の形成位  

置が異なることを示し，1／6区では切断面のみで，1／3区および1／2区では切断面と切断面周  

縁部の両位置で形成され，さらに2／3区では切断面，切断面周縁部および表皮の3カ所で形成さ  

れたとしており，この原因が切断面の茎根遷移部への接近にあるのか，不定芽形成の極性的性質の  

乱れによるものなのかは不明であるとしている．本実験では，無菌実生塊茎を上下2分割，さらに  

そ・れぞれを4分割した8切片を外棺体としており，塊茎の上部切片および下■部切片に関係なく不定  

芽が形成されていた（デー・夕未掲載）．また，外植体が肥大しそ・の切断面全体から多数の不定芽を  

形成している品種，切断面の周縁部より不定芽を形成して－いる品種，および切断面の一部から不定  

芽形成している品種の3種類が認められた．以上のことより，塊茎外棺体における不定芽の形成範  

囲において■も極性とは別に品種・系統による差異が存在する可能性がある．  

Tablel．Varietaldif勧encesinmorphoIogicalresponseonl／3MSmedium  

withl．OFLMBAintheseedling（tuber）tissuecultureofcyclamen．  

Cultivar  No．．of No．．of  Per・Cent  

Or  eXplants explants explants  
StrainZ  cultured fbrmlng fbrmlng  

shoots  shoots  

No．．of  PeT・Cent  

shoots  shoots  

per with  
explant  leaf  

81  92  

13  15  

61  69  

61  69  

62  65  

73  83  

17  19  

10  21  

53  95  

51  64  

56  78  

76  73  

82  85  

5  6  

95  99  

25  26  

37  51  

59  61  

60  68  

11い1±0．7  ユ7  

7い1±2り1  46  

7一．8±0．5  14  

9い1±0．．7  25  

7－．1±0り5  18  

6．9±0．．4  22  

2巾8±0．．4  34  

4い4±1．．0  52  

6．6±0．．6  42  

8．5±0．5  82  

6．．6±0．4  41  

5．6±0．4  20  

6一．7±0。4  46  

2．．0±0．5  80  

6．3±0い3  58  

6H6±13  9  

6．．9±0．．6  34  

7り0±0．7  10  

8．7±0．．5  45  
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AN2  

■Beethoven－  

－BonfiT・e－  

BF2  

’モaTlyPuTple’  

－K喝eYellow－  

－GoId引1Boy’  

－LaT■gO－  

－Li】ac■  

一Miyoshi5501  

－Piel℃e■   

●Pure White’  

PW2  

PW3  

一丁able Mini●  

－Victoria－  

VC2  

VC3  

∫jgJ‡がcα〃Ce  

Strain  P＜0．001  P＜0．001  P＜0．001  

XAN，BF，PWandVCwerebred什om－Anneke．，一Bonfire．，一PureWhiteland■Victoria一，  
respective靂y 
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2．不定芽の発根における品種間差異   

置床した外植体の発根率は8～91％と品種・系統によっで大きく異なっており，不定芽形成と同  

様に発根率にも品種・系統間差異が認められた（第2表）．このことから，不定芽によるクローン  

苗増殖では，順化前の発根段階においても用いる品種・系統によって発根率が異なることを考慮す  

る必要があると思われる．なお，狩野・佐藤（2）は，invivoにおけるシクラメンの菓ざし繁殖におい  

で発根は90％で見られると報告しており，また，葉柄につける球茎片は9～10mmの大きなものが  

良いとしている．本実験では，1mm程度のわずかな組織をつけて不定芽を切り出しており，そ・れ  

が発根率に影響した可儲性も推測される．したがって，不定芽の調整法によっては，発根率が上昇  

する可能性もある．  

Table2．Varietaldiffbrencesintherootingofshoots．  

Cultivar  No．．of No．of  PeTCent  

Or  eXplants explants explants  
StrainZ  cultured fbTmlng fbrmlng  

T00tS  I00tS  

58  91  

6  21  

11  19  

25  45  

6  15  

58  73  

18  71  

22  76  

10  27  

55  76  

22  46  

69  88  

35  74  

1  8  
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VC3  

ぷg〃挿cα〝Ce  

Sはain  P＜0．001  

ZAN，BF，PW and VC were bred 丘・OmlAnneke■，  

’BonfiTe一，一PureWhite．and■Victoria’，reSpeCtively．  

3．継代培養における不定芽形成の品種間差異   

継代培養における不定芽形成率は，9～100％と品種によって大きく異なi），品種小系統間に差  

異がみられた（第3表）．初代培養時と比較するとAN2，‘カゲイエロ1ノ および‘ぅトーブルミ  

ニ，のように不定芽形成率が40％以上増加した品種・系統が認められるなど多くの品種で不定芽形   
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成率が高くなった一・方，PW2では継代培養を行っても不定芽形成率が10％に満たなかった（第1表，  

第3表）．1外棺体あたりの不定芽形成数および菓を分化した不定芽の割合も，全体的には初代培養  

と比較して増高する傾向がみられたが，品種・系統によっては同程度またはむしろ低い催を示した．  

Table3．Varietaldiffbrencesinshootformationaftersubculture．  

Cultivar  No．of NobOf  PeTCent  

Ol  eXplants explantS eXplants  

SぬinZ  cul加ed fbrml関  知ml喝  
shoots  shoots  

No．of  Per・Cent  

Shoots  shoots  

peI  With  
explant  leaf 
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64  100  

35  55  

60  94  

53  66  

52  72  

75  94  

35  63  

12  38  

39  98  

47  73  

48  100  

71  81  

60  94  

7  9  

79  99  

66  75  

28  50  

81  92  

60  75  

24．6±1い4  31  

24．8±3．2  31  

13．0士1ル1  44  

11．1士1．0  52  

14．5士1．5  37  

9．4±0い6  71  

4．7±0．．6  45  

15．．4士3．4  58  

12．7±1り2  46  

8．．1±0．7  67  

17…5±1．4  60  

13．6±1小0  56  

9い8±0小9  62  

8パ9±2．．2  47  

12．1±0一．8  51  

19．．7±1．．9  44  

6．8土0小7  77  

17．1±2．、0  49  

10い8±0い9  44  

，AnnekeI  

AN2  

－Beethoven’  

－Bonnre－  

BF2  

－EaT■1yPllTple■  

’K喝eYellow’  

’GoldenBoy’  

－Lal■gO’  

－Lilac－  

－Miyoshi550－  

，PielCe■  

－PuIeWhite■ 

PW2  

PW3  

■TableMini一  

－VietoTia－  

VC2  

VC3  

ぶな乃押α〃Ce  

StIain  P＜0． 

7AN，BF，PWandVCwer・ebred魚om一Anneke一，一Bonfire一，fpureWhite，and，Victoria，，  

1eSpeCtively．  

このように，BA添加培地での継代培養による不定芽形成にも品種・系統間差異が存在すること  

が明らかとなった．また，継代培養を行っても効率よく不定芽を得ることのできない品種小系統が  

存在することから，invitTOでの不定芽形成を利用した種苗生産においては，初代培養でしか効率よ  

く増殖できない品種・系統，継代培養を行うことによって－さらに効率よく増殖できる品種・系統を  

選別する必要があると思われる．．   

本研究の結果，シクラメンの無菌実生からの不定器官形成による植物体再生能に大きな品種」・系  

統間差異が存在することが明らかになった。したがって，マイクロプロパゲ1－ションによる種苗生  

産を実用化するためには，対象となる品種・・系統の不定芽形成能を把握し，増殖が確実に行える個  

体のみを増殖するか，目的の個体に合った最適の培養法を選択する必要がある．また，シクラメン  

の不定器官形成能は一つの形質とも考えられ，マイクロプロパゲ・一ションが容易で優良形質をもつ  

個体を育成することにより，シクラメンの育種および種苗生産の著しい効率化が期待される．   
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摘  要  

シクラメンの無菌実生塊茎からの不定芽形成および得られた不定芽の発根の品種・系統間差異を調査した．   

初代培養，継代培養のいずれにおいても1．．0／‘MBAを添加した1／3MS培地上での不定芽形成に品種・系統  

間差異が存在した．また，発根培地上での不定芽の発根においても品種・系統間差異が認められた．したがっ  

て，マイクロプロパゲ・－ションによるシクラメンの種常生産のためl土は，対象となる品種・系統の不定器官形  

成能の把握が必要と考えられたこ  

引 用  

（1）TAK＾MUR＾，L and M－Y∧∬MA，Ⅰ．：Micropropagation   
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